
不
ふ

明
めい

水
すい

削減のご協力をお願いします！
　不明水とは下水道の桝

ます

や管に流れ込む雨水や地下水のことをいいます。不明水が下水処理施設に多量に
流れ込むと適正な処理ができなくなる上、下水処理費用が増加してしまうことから、町では下水道管の調
査や修繕などを行っています。
　不明水の原因は、汚水桝に誤って雨

あま

桶
どい

の接続をしている場合や、宅内桝や公共汚水桝が破損して雨水が
流入している可能性が考えられます。
　不明水削減のために、汚水桝・雨樋のふたを開けて、上記の点をご確認ください。

　
令
和
４
年
度
第
3
回
町
営
住
宅
入
居
者

募
集
に
つ
い
て
左
記
の
通
り
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

募
集
期
間
　
　

11
月
7
日（
月
）か
ら
11
月
25
日（
金
）ま
で

募
集
団
地

・
第
１
内
池
団
地（
内
池
１
５
０
番
地
）

平
成
13
年
築（
木
造
２
階
建
）３
D
K

１
戸

・
西
山
団
地（
豊
田
2
0
5
番
地
23
）

昭
和
60
年
築（
P
C
造
2
階
建
）３
D
K

１
戸

入
居
資
格

次
の
①
〜
⑦
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
こ

と（
３
か
月
以
上
）

②
持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
税
・
公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

④
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と

※
た
だ
し
、次
の
⑴
〜
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

　
⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
⑵
60
歳
以
上
の
方

　
⑶
身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
⑷
精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
⑸
知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程

度
が
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す

る
方

　
⑹
D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方

⑤
１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的

勢
力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃
　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅

の
諸
条
件
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日

　
令
和
5
年
1
月
中
旬
ご
ろ

※
入
居
者
の
入
退
去
、住
宅
の
状
況
等
に
よ

り
募
集
団
地
の
変
更
等
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳
細
・

最
新
の
情
報
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
入
居
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
計
画
課
　
都
市
計
画
担
当
　
☎
0
7
4
8
-5
2
-6
5
6
7

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆問い合わせ先　上下水道課　下水道担当
　☎ 0748-52-6579

宅内の桝の修繕は
指定業者に連絡し
て修繕をお願いし
ます。（費用は個人
負担となります）

町管理個人管理

トイレ お風呂 台所

※雨樋は接続
　しないでください！

宅地

排水設備

排水管

公共下水道

道路

公
共
汚
水
桝

下
水
道
管

公共汚水桝が破損
している場合は下
記の問い合わせ先
に連絡してね♪

◆問い合わせ先　生涯学習課　歴史文化財担当　☎ 0748-52-0008

　
日
野
町
内
に
は
国
・
県
・
町
で
指
定
、
選

択
、登
録
さ
れ
た
文
化
財
が
93
件
あ
り
ま
す
。

建
造
物
、
美
術
工
芸
品
、
歴
史
資
料
、
祭
礼
、

遺
跡
、
天
然
記
念
物
な
ど
、
そ
の
分
野
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
指
定
文
化

財
の
ほ
か
に
も
、
地
域
に
大
切
に
伝
え
ら
れ

て
き
た
未
指
定
の
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
暮
ら
し
に
根
差
し
た
風
習
、

食
文
化
、
方
言
、
風
景
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

歴
史
文
化
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
す
べ
て
が
日
野
を
日
野
た
ら
し
め
て
い
る

「
日
野
の
た
か
ら
」で
す
。

　
し
か
し
近
年
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
地
域
の
変
化
・
自
然
災
害
の
発
生
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓ま

ん

延え
ん

な
ど
、
文
化

財
や
歴
史
文
化
を
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
文
化
財
を
い

か
す
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
を
い
か
に
守
り
伝
え
て
い
く
か
は

全
国
共
通
の
課
題
で
す
。
平
成
31
年
、
文
化

財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、「
文
化
財
保
存
活

用
地
域
計
画
」が
法
定
計
画
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
町
で
も「
日
野
の
た
か
ら
」で
あ
る
文
化

財
を
保
存
・
活
用
し
て
い
く
た
め
、
令
和
４

年
度
か
ら
６
年
度
に
か
け
て
地
域
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
11
名
か
ら
な
る
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
協
議
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
８
月
22
日（
月
）に
は
第
１
回
目

の
協
議
会
を
開
催
し
、
町
の
歴
史
文
化
や
指

定
文
化
財
の
特
徴
を
確
認
し
、
今
後
の
計
画

策
定
に
向
け
た
方
針
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
計
画
に
は
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関

す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
具
体
的
に
行
う
事

業
計
画
を
記
載
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の
も

と
、
行
政
・
町
民
・
来
訪
者
な
ど
が
力
を
合

わ
せ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
文
化
財
を
保

存
・
活
用
し
た
、
日
野
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
町
の
歴
史
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
新
た
な

文
化
財
を
把
握
す
る
た
め
、
た
だ
い
ま
町
民

を
対
象
と
し
た「
日
野
の
た
か
ら
」募
集
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。あ
な
た
が
選
ぶ「
日

野
の
た
か
ら
」を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
出

と
と
も
に
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
回
収
箱
は
、
役
場
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
各
地
区
公
民
館
、

日
野
商
人
館
、
ふ
る
さ
と
館
、
観
光
協
会
に

設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
下
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

回
答
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

スイスイ がもにゃん

日野町文化財保存活用地域計画
策定協議会　委員名簿

氏　名 所　属　等

井
いの

上
うえ

ひろ美
み

(会長)
文化遺産プランニング代表
元滋賀県立琵琶湖文化館主任学芸員

青
あお

柳
やぎ

周
しゅう

一
いち
滋賀大学教授

市
いち

川
かわ

秀
ひで

之
ゆき
滋賀県立大学人間文化学部教授

井
いの

上
うえ

典
のり

子
こ
追手門学院大学地域創造学部教授

関
せき

川
がわ

雅
まさ

之
ゆき 竜王町地域学校協働本部
　統括マネージャー

中
なか

井
い

　　均
ひとし

滋賀県立大学名誉教授

村
むら

田
た

昌
まさ

弥
や 滋賀県文化・スポーツ部
　文化財保護課長

中
なか

北
きた

愼
しん

治
じ

(副会長)
日野町文化協会会長
日野文化懇談会会長

池
いけ

内
うち

明
あき

彦
ひこ
日野観光協会事務局

社
やしろ

　　信
のぶ

之
ゆき 馬見岡綿向神社宮司
日野町文化財保護審議会会長

山
やま

川
かわ

明
あき

子
こ 地域学校協働活動推進事業地域
コーディネーター(西大路小学校)

※敬称略

～「日野のたから」を
守り・いかし・伝える～

文 化 財 保 存 活 用
地域計画の作成が
スタートしました

「
日
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

を
作
成
し
ま
す

「
日
野
の
た
か
ら
」募
集
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す

「
日
野
の
た
か
ら
」

国の重要文化財　正明寺本堂（松尾）

野神祭の様子（増田）
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11
名
か
ら
な
る
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
協
議
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
８
月
22
日（
月
）に
は
第
１
回
目

の
協
議
会
を
開
催
し
、
町
の
歴
史
文
化
や
指

定
文
化
財
の
特
徴
を
確
認
し
、
今
後
の
計
画

策
定
に
向
け
た
方
針
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
計
画
に
は
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関

す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
具
体
的
に
行
う
事

業
計
画
を
記
載
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の
も

と
、
行
政
・
町
民
・
来
訪
者
な
ど
が
力
を
合

わ
せ
、
地
域
社
会
総
が
か
り
で
文
化
財
を
保

存
・
活
用
し
た
、
日
野
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
町
の
歴
史
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
新
た
な

文
化
財
を
把
握
す
る
た
め
、
た
だ
い
ま
町
民

を
対
象
と
し
た「
日
野
の
た
か
ら
」募
集
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。あ
な
た
が
選
ぶ「
日

野
の
た
か
ら
」を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
出

と
と
も
に
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
回
収
箱
は
、
役
場
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
各
地
区
公
民
館
、

日
野
商
人
館
、
ふ
る
さ
と
館
、
観
光
協
会
に

設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
下
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

回
答
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

スイスイ がもにゃん

日野町文化財保存活用地域計画
策定協議会　委員名簿

氏　名 所　属　等

井
いの

上
うえ

ひろ美
み

(会長)
文化遺産プランニング代表
元滋賀県立琵琶湖文化館主任学芸員

青
あお

柳
やぎ

周
しゅう

一
いち
滋賀大学教授

市
いち

川
かわ

秀
ひで

之
ゆき
滋賀県立大学人間文化学部教授

井
いの

上
うえ

典
のり

子
こ
追手門学院大学地域創造学部教授

関
せき

川
がわ

雅
まさ

之
ゆき 竜王町地域学校協働本部
　統括マネージャー

中
なか

井
い

　　均
ひとし

滋賀県立大学名誉教授

村
むら

田
た

昌
まさ

弥
や 滋賀県文化・スポーツ部
　文化財保護課長

中
なか

北
きた

愼
しん

治
じ

(副会長)
日野町文化協会会長
日野文化懇談会会長

池
いけ

内
うち

明
あき

彦
ひこ
日野観光協会事務局

社
やしろ

　　信
のぶ

之
ゆき 馬見岡綿向神社宮司
日野町文化財保護審議会会長

山
やま

川
かわ

明
あき

子
こ 地域学校協働活動推進事業地域
コーディネーター(西大路小学校)

※敬称略

～「日野のたから」を
守り・いかし・伝える～

文 化 財 保 存 活 用
地域計画の作成が
スタートしました

「
日
野
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

を
作
成
し
ま
す

「
日
野
の
た
か
ら
」募
集
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す

「
日
野
の
た
か
ら
」

国の重要文化財　正明寺本堂（松尾）

野神祭の様子（増田）
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